
 

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会 

エンブレムの取扱いについて 

 

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以下「組織

委員会」という。）は、平成２８年４月２５日付けで大会エンブレムを公表しました（別

紙参照）。 

これに伴い、大会エンブレムの使用については、組織委員会が作成した「Brand 

Protection 大会ブランド保護基準」に基づき、次のとおり取り扱うこととなっていま

す。（なお、個別の相談等については、区へご連絡ください。） 

 

１ 大会エンブレムの使用が認められる団体 

大会エンブレム等の知的財産の使用は、大会運営に関与している団体（国、東京

都及び都内区市町村、大会スポンサー等）に限られています。 

（※ 区の関連団体、町会、商店街等の使用は原則使用できません。） 

 

２ 大会エンブレム等の知的財産の保護の目的 

大会エンブレム等の知的財産は国際オリンピック委員会及び国際パラリンピック

委員会の独占的な所有物であり、組織委員会では大会の準備と安定的な運営及び日

本のアスリート育成・強化に必要な財源を調達するために、知的財産権を活用した

マーケティング活動を実施しています。 

知的財産の無断使用等は、知的財産権の侵害だけでなく、スポンサー等からの協

賛金の減少を招き、大会運営や選手強化等にも支障をきたすことから、組織委員会

は知的財産権の保護を行っています。 

 

３ 主な知的財産の例 

オリンピックシンボル、パラリンピックシンボル 

東京２０２０オリンピックエンブレム、東京２０２０パラリンピックエンブレム 

大会呼称、大会モットー、オリンピックに関する用語 等 

 

４ 商店街・町会等の使用 

商店街や町会は原則として使用できません。 

ただし、都や区などが、商店街の振興や地場産業の販売促進などの目的ではなく、

大会ＰＲのための装飾の観点から商店街の街頭やアーケードなどに大会エンブレム

の入ったＰＲツール等を掲出することは可能となる場合があります。 
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平成28年4月25日付け報道発表資料より抜粋 
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